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氏名   前田 由紀子 職名   教授 
学位 修士（教育学）（九州大学 2004年） 

博士（教育学）（福岡大学 2010年） 
 

研  究  分  野 研究内容のキーワード 
精神看護学、看護教育学 精神科看護師、現象学、コンピテンシー、看護継続教

育、キャリア、リカバリー、ストレングス 

 
研  究  課  題 

精神科看護師のキャリア形成に関する研究 
精神科看護におけるリカバリーに関する研究 

 

 

授業を行う上で工夫した事項（※ 助手については、実習・演習等の指導を行う上で工夫した事項） 

授業科目名【精神看護学概論】 
 新型コロナウィルス感染症のため、感染予防に留意し対面授業を進めた。授業・本試は、対面授業を実施で

きたが、感染拡大の影響で追再試験のみがリモートになった。心の健康を保持・増進するための援助法の基礎

を教授した。人との関わりがケアの基本となる精神看護を理解し、精神疾患を持つ人に限らず精神的援助のあ

り方を強調した。学生の能動的な学習を促すために、「発達段階と危機」の講義後に「ライフサイクルの危機と

その支援」というテーマでレポートを作成させ、自らの危機と支援された状況について考察させ、精神の発達

について理解を図った。学生の反応として、メンタルヘルスに関心が深まったという感想が多く聞かれた。 

授業科目名【精神看護方法論】 
新型コロナウィルス感染症の影響で、授業は1月以降がリモートでの実施となった。本試験・再試験もリモ

ートでの実施となった。精神看護学概論で学んだ基礎知識を活用しながら，精神の健康の維持および精神疾患

からの回復を援助するための原理と方法を教授した。精神障害は、イメージがしにくいため視聴覚教材を活用

することで理解が図られる。精神疾患の教材 DVD は、マイナスのイメージのみが、先行することがしばしば

あるため、テレビやインターネットの動画などで、精神疾患を持つ人の健康な面が理解できるようなものを選

んで視聴させた。対象者やその家族の心理面の理解、共感能力の向上を目的に、精神疾患当事者や家族などの

著作を5編読み、感想を提出させた。授業の進行と読書を重ねることで対象者の理解が進んだと思われる。国

家試験対策を兼ねて、精神看護学に関する問題の解説を記述させポートフォリオの作成を行った。 

担  当  授  業  科  目 

精神看護学概論（後期）（看護学科） 
精神看護方法論（後期）（看護学科） 
精神看護学演習（前期）（看護学科） 
精神看護学実習（通年）（看護学科） 
看護総合演習（前期）（看護学科） 
看護総合実習（前期）（看護学科） 
看護学特論（後期）（看護学科） 
看護教科教育法Ⅰ（前期）（看護学科） 
看護教科教育法Ⅱ（後期）（看護学科） 



授業科目名【精神看護学演習】 
新型コロナウィルス感染症の影響で、授業は部分的にリモートでの実施となった。本試験・再試験は対面で

実施することができた。精神疾患、症状、治療など基礎的知識を確認後、統合失調症の事例を展開した。精神

に障がいをもつ人の援助に適切とされるオレム・アンダーウッドの理論とストレングスモデルを用い、精神障

がい者やその家族のケアについて演習を実施した。例年、実習病院の指導者が演習に参加し、精神科看護のイ

メージが捉えやすくなっていたが、今年度はできなかったので、病棟がイメージしやすいような DVD を購入

し適宜活用した。例年、グループワークを実施しているが、今年度は前半がリモート、後半が対面でのリモー

トのグループワークになった。課外においては、うつ病の事例を用い、個人ワークにて看護過程を展開させた。

実習に必要な基礎力の定着および向上を目的にワークブックを作製し手書きでまとめさせた。 
授業科目名【精神看護学実習】 
実習前は、事前学習（精神疾患、精神看護、精神科リハビリ等の基礎知識）の徹底を図り、学習不足の学生

には課題を与え、指導を行った。新型コロナウィルス感染症の影響で、現地オリエンテーションは、実施でき

る病院とできない病院が出てしまった。できない場合は。実習病院から資料をいただき教員が説明したり、実

習指導者に大学でオリエンテーションおよび講義をしていただいた。新型コロナウィルス感染症の影響で、臨

地実習が実施できたのは 3 グループのみであった。3 グループ以外は、学内実習またはリモート実習で対応し

た。教員が患者役を担い、学生との対話を進めた。教員は、統合失調症やうつ病の患者役になりきり、対話を

中心に進めることで患者理解が図られた。学内実習時は、感染予防に留意し、感染状況によって適宜リモート

を取り入れた。 
授業科目名【看護総合演習】【看護総合実習】 

6 人の学生を担当し、精神看護領域の総合演習、総合実習に取り組んだ。本科目は、4 年間の統合の科目と

なるため、学生の自主性を重視し、学習を進めた。演習では、精神障がい者の在宅看護や就労支援、デイケア

に関する文献検索を行い、リモートで文献クリティーク、ディスカッションを行い、思考を深めることに努め

た。学生の問題意識に沿ったテーマで論文を作成し、研究的思考が反映されるように支援した。論文完成後は、

パワーポイントを作成しゼミでリモート発表会を行った。実習は、新型コロナウィルス感染症の影響で、看護

総合演習の授業はリモートでの実施となり、精神科訪問看護および精神科デイケアの臨地実習は実施できなか

った。地域で生活している精神障害者の DVD や精神科病院のコロナ感染症対応のテレビ番組などを視聴しグ

ループディスカッションを繰り返し精神障害者の地域ケアについて考察を深めさせた。 
授業科目名【看護教科教育法Ⅰ】 
新型コロナウィルス感染症の影響で、授業の一部はリモートでの実施となったが、大半は対面での授業が実

施できた。本科目では最終的に「講義」形態の授業ができることを目的に授業を展開した。学習指導要領に基

づき、高等学校看護科教育の目標・教育課程を理解できるように、教育方法論・学習理論について学びを深め

させた。模擬授業の展開においては、教材研究及び教材開発に積極的に取り組み、授業案の作成に取り組ませ

た。模擬授業の練習を重ね、実際に模擬授業を展開し、自身の授業について客観的に評価でき、自己の課題を

明確にすることができた。今年度は受講者が2人であったため、学生同士で協力して模擬授業の練習等に取り

組むことができていた。 
授業科目名【看護教科教育法Ⅱ】 
看護実習終了後の3月に集中講義を行った。新型コロナウィルス感染症の影響はあったが、対面授業を実施

することができた。看護教科教育法Ⅰの学びを活かし、看護基礎教育における「演習」「実習」の学習形態の特

徴等について関連する本を読むことで広い視野で考えることができるように指導を行った。前年度に引き続き

今年度も新型コロナウィルス感染症の影響で、学生が臨地実習を経験しておらず、臨地実習における指導計画・

指導方法について、具体的に考えさせることは困難であった。模擬授業は、「演習」の授業形態について授業案

の作成を指導し、実習室における練習を重ねた。模擬授業の展開後は、授業を客観的に評価するとともに、授

業研究の必要性の理解にもつなげた。今年度は受講者が2人であったため、学生同士の協力がありよかった。 
授業科目名【看護学特論】 
本科目は、成人看護学（急性期・慢性期）、母性看護学、小児看護学、精神看護学、老年看護学、在宅看護論

の7つの領域でオムニバスで実施した。そのうちの精神看護学を担当した。精神科ファーストエイドの講義後

に最近のトピックスや国家試験に関連ある内容を講義した。対象学生が9名であったので次年度はもっと多く

の学生が受講するよう、本科目の意義を説明したい。 
 



 

２０２１ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等 
又は発表学会等の名称 

概      要 

（著書） 
 

    

（学術論文） 
精神科における長期入

院患者のストレングス

に焦点をあてた看護の

特徴に関する文献研究 
 
 
 
 

共 2022.3 西南女学院大学紀要

Vol.26 
① 本研究は、精神科における

長期入院患者のストレング

スに焦点をあてた看護の特

徴を明らかにするために文

献研究を行った。「ストレン

グス」「精神」「看護」をキ

ーワードに全年検索し、看

護と患者の変化が詳細に記

載している事例研究 12 件

を対象とした。長期入院患

者のストレングスに焦点を

あてた看護は、①意欲や内

在する力を育む時期、②退

院に向けた主体性を育む時

期の２つに分類された。 
② 共著者名：安藤愛、後藤有

紀、前田由紀子 
③ 本人担当部分：考察を担当

する。 
（翻訳） 
 

    

（学会発表） 
精神科における新卒看

護師の成長要因（示説） 
 
 
 
 

単 
 

2021.12 
 

第 41 回日本看護科学

学会学術集会（WEB） 
 

① 本研究の目的は、精神科病

院に就職した新卒看護師の

成長を促進する要因を明ら

かにすることである。新卒

看護師６名を対象に、就職

後3・6・12・18・24・36か

月目に半構成的面接を個別

に実施した。就職後3年間に

学 会 に お け る 活 動 

所属学会等の名称 役職名等（任期） 加入時期 
日本看護学会 
日本看護科学学会 
日本看護研究学会 
日本精神保健看護学会 
日本医学看護学教育学会 
日本精神科看護技術協会 
日本看護学教育学会 

 1984年4月～現在に至る 
2003年4月～現在に至る 
2003年4月～現在に至る 
2007年10月～現在に至る 
2007年10月～現在に至る 
2008年4月～現在に至る 
2008年4月～現在に至る 



２０２１ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等 
又は発表学会等の名称 

概      要 

おいて、新卒看護師の成長

を促進する要因として、＜

卒後教育の充実＞＜患者と

のかかわり＞＜現実に向き

合う力＞＜積極的向上心＞

＜先輩の支援＞＜後輩の存

在＞の６つのカテゴリーが

抽出された。 

② 第41回日本看護科学学会学

術集会講演集  

 
外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（１）  共  同  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
研 究 者 

○代表者（ ）内は学外者 
交付決定額 
（単位：円） 

    

 
外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（２）  個  人  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
交付決定額 
（単位：円） 

備   考 

    

 

社  会  に  お  け  る  活  動  等 

団体・委員会等の名称 
（内    容） 

役 職 名 等 
任     期 
期  間  等 

   

 

学 内 に お け る 活 動 等 （役職、委員、学生支援など） 

〔大学委員会〕 

図書委員会2020年4月1日～2022年3月31日 

〔学科委員〕 

国家試験対策委員長 2020年4月1日～現在 

 


